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LMV221対数パワー・ディテクタの
評価ボード

ご注意：日本語のアプリケーション・ノートは参考資料として提供しており、内容が
最新でない場合があります。製品のご使用に際しては、必ず最新の英文アプ
リケーション・ノートをご確認ください。

はじめに
この評価ボードは、ナショナル セミコンダクターの対数パ 
ワー・ディテクタ LMV221の特性評価を目的として設計さ
れています。RF入力に印加された RF信号のパワーレベル
に応じて LMV221が生成する電圧を簡単に測定することが
できます。高周波レイアウトのガイドラインとして、また
デバイスのテストや特性評価用のツールとして、本評価
ボードを活用してください。

FIGURE 1.   LMV221 Evaluation Board

基本動作
LMV221は、CDMAおよびWCDMAアプリケーションを対
象とした、40dBレンジの RF対数パワー・ディテクタです。
RF周波数範囲は 50MHzから 3.5GHzです。温度や電源電圧
に対して高精度な補償を行って、RF 入力に与えられたパ
ワーに対して dBm換算電圧を出力します。この回路は 2.7V
から 3.3Vの単一電源で動作し、パワー検出範囲は－ 45dBm
から－ 5dBmです。ボードには LMV221と外付け部品がハ
ンダ付けされています。Figure 2 に LMV221 評価ボードの 
回路図を示します。

外部電源電圧と入力信号はボード上のコネクタに与えま
す。電源はコネクタ P2.2 (VDD) と P2.1 (GND) に接続しま  
す。RF入力信号は SMAコネクタ P1に与えます。RFジェ
ネレータの出力を 50Ω 同軸ケーブルを介して接続します。
ディテクタ出力は BNCコネクタ P3で測定します。

FIGURE 2.   Evaluation Board Schematic

イネーブル入力 (EN)に High電圧を与えると LMV221がイ
ネーブルになります。イネーブルの制御方法はジャンパ J4
で設定します。

REF入力 (P4)は LMV221内部のトランスインピーダンス・
アンプの入力に直接接続されています。内部リファレンス
電圧の温度ドリフト補償に使用します。

コンデンサ C3、C4、C5、C6 はデカップリング・コンデン
サです。RF の干渉を防止するために、RF を短絡するよう
に働きます。

出力信号のローパス・フィルタを追加する場合は、外付け
抵抗 (R3)と外付けコンデンサ (C7)を実装します。フィルタ
の詳細については LMV221データシートのアプリケーショ
ン情報を参照してください。

レイアウト設計のポイント
LMV221を用いた設計では、ほかの RFデバイスと同様に、
ボード・レイアウトに注意が必要です。ボードのレイアウ
ト設計が適切ではないと、予期しない信号が検出されたり、
干渉が拾われてしまいます。電気信号 ( 電圧 / 電流 ) はト
レースまたは伝送ラインを通過する際に有限の時間を必要
とします。そのため、ジェネレータ点での RF 電圧レベル
とディテクタ点での RF電圧レベルは同じにはなりません。
RF ストリップラインを除いて PCB 上のすべてのトレース
が該当します。異なる地点または異なるトレース上の信号
は、RF周波数サイクルで位相が異なります。仮に、隣接す
るライン間の電圧に位相の違いが存在すると、寄生容量ま
たは誘導性結合を介して、ライン間でクロストークを引き
起こす可能性があります。PCB上のすべてのトレースは共
振に対して感受性があるため、クロストークはさらに拡大
します。共振周波数はトレースの幾何形状によって異なり
ます。トレース長が干渉信号の波長の 1/4 かその倍数のと
きに感度が特に高くなります。
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電源ライン

LMV221 の PSRR は無限大ではないので、電源に変動が存
在すると、出力になんらかの変動が生じます。このような
現象は、回路の他の部品から RF が混入してきた場合、あ
るいはパワーアンプなどのオン / オフのスイッチング動作
によって引き起こされます。

正電源 (VDD)

電源ラインを介した RF混入を最小限に抑えるために、VDD
と GNDを接続する PCBトレースは、RFから見て短絡した
状態でなければなりません。そのために、VDD と GND 間
に小容量のデカップリング・コンデンサを配置します。コ
ンデンサは LMV221の VDDピンと GNDピンのできるだけ
近くに配置してください。VDD ピンと GND ピンの間には
RF入力ピンが存在するため、パッケージの端面からややは
み出すところまで DAPに接続される GND層を延長し、コ
ンデンサをVDDピンに直接接続する方法がおそらくは最も
適切です (Figure 3)。なお、コンデンサ自体の共振周波数が、 
アプリケーションで使用する最も高い RF 周波数以上に
なっていることを確認してください。共振周波数を超える
とコンデンサはインダクタとして動作してしまいます。

FIGURE 3.   Recommended Board Layout

パワーアンプのスイッチングに起因して電源電圧に低周波
の変動が存在すると、出力電圧にリップルが生じる可能性
があります。LMV221 の低周波に対する電源電圧除去比は
60dBです。

グラウンド (GND)

LMV221 はノイズや妨害信号のないクリーンなグラウンド
層を必要とします。RFのグラウンド・リターンパスを他の
グラウンドから分離することが重要です。その理由は RF入
力には大きな電圧振幅が与えられるためです。0dBm のパ
ワー・レベルが与えられた場合、内蔵されている 50Ωの入
力抵抗の両端には0.6Vppを超える大きな電圧振幅が発生し
ます。その結果、ソースに向かう大きな RF リターン電流
が発生します。そのため、RFのグラウンド・リターンパス
は、他の回路とは独立させることを推奨します。RFパスは
ループを設けずにソースに対して直接リターンさせなけれ
ばなりません。

RF入力インタフェース (RFIN)

LMV221 は特性インピーダンスが 50Ω の RF アプリケー
ションで使われることを想定しています。このインピーダ
ンスを実現するには、入力が 50Ω 伝送ラインを経由して
LMV221 に供給しなければなりません。伝送ラインは、マ
イクロストリップ線路またはグラウンデッド・コプレーナ
線路 (GCPW)を使って、PCB上で簡単に構成できます。い
ずれの構成も LMV221データシートのアプリケーション情
報やマイクロ波の専門書に詳細が記載されています。

リファレンス (REF)

リファレンス・ピンを使うと LMV221内部リファレンスの
温度ドリフトを補償できます。REF ピンはトランスイン
ピーダンス・アンプの反転入力に直接接続されています。
そのため、RF 信号などの浮遊信号は出力に直接伝播しま
す。REF ピンに RF 信号が混入しないようにするために、
REFピンとグラウンド間に小容量コンデンサ (C5)を接続し
ます。このコンデンサは REFピンのできるだけ近くに配置
してください。

出力 (OUT)

OUT ピンは RF 入力からのクロストークに敏感で、特にパ
ワー・レベルが高いときにその傾向が顕著です。出力と VDD
間の ESDダイオードは RF信号を整流する場合があります
が、出力電圧に望ましくない不正確な DC 成分を追加する
ことはありません。ディテクタ入力 RFINとディテクタ出力
OUT間のクロストークを最小限に維持するようにボードの
レイアウト設計を行ってください。出力と正電源電圧 VDD
ピンまたはGNDピン間にコンデンサ (C4)を追加すると、ク
ロストークを防げます。最適な性能を得るために、このコ
ンデンサは LMV221 の OUT ピンのできるだけ近くに配置
してください。例えば、DAP から GND 層を延長して、コ
ンデンサを OUTピンのすぐ隣に配置します (Figure 3)。

FIGURE 4.   Layout of the Evaluation Board

ここで説明した評価ボードの部品リスト (BOM)は次のとお
りです。
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測定手順
LMV221の性能を測定する回路を Figure 5に示します。

FIGURE 5.   Measurement Setup

2.7Vから 3.3Vの電圧を外部電源から評価ボードに供給しま
す。正確かつ安定な RF信号ジェネレータを使ってテスト信
号を生成します。信頼度の高い測定データを得るために低
損失の同軸ケーブルを用意します。検出出力電圧はデジタ
ル電圧計 (DVM)で測定します。連続測定を行うには VDDと
イネーブル (EN)ピンをジャンパで接続してください。

測定結果
さまざまな RF 入力パワー・レベルに対する LMV221 の周
波数応答を Figure 6に示します。

FIGURE 6.   VOUT vs. RF Input Frequency

さまざまな周波数で RF 入力パワーを掃引したときのディ
テクタ応答を Figure 7に示します。

FIGURE 7.   VOUT vs. RF Input Power Level
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2008 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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